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２月定例会・
４月臨時会
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■条例（23件可決）
◯佐賀県有明海漁業振興・補償基金条例

【内容】　�有明海漁業の振興を長期的かつ安定的に図るた
め、基金を設置するもの。

◯ＳＡＧＡスポーツピラミッド構想推進条例
【内容】　�ＳＡＧＡスポーツピラミッド構想の政策を総合的か

つ計画的に推進し、スポーツの力を生かした世界
に誇れる人づくり及び地域づくりを進めるもの。

� 他2１件

■意見書（３件可決）
◯�性犯罪の再犯防止の取組への支援の強化を求める

意見書
◯�日米地位協定の見直しを求める意見書
◯�適格請求書等保存方式（インボイス制度）の見直

しを求める意見書

令和７年２月定例会
議案採決結果一覧表（PDF）

その他の議案等はこちら➡

令和７年２月定例会で条例などが次のとおり可決されました

　令和７年２月定例県議会では、「人を大切に、世界に誇れる佐賀づくり」を基本理念に、本県の飛躍のため、時代に即
した施策を時機を逃さず実施するための令和７年度当初予算案について、提出された１７件の予算案が原案のとおり可決
されました。
　また、令和６年度補正予算案については、提出された１７件の予算案が原案のとおり可決されました。
〇令和７年度当初予算関係
　・・令和７年度一般会計予算（総額約５，１３０億２，１００万円、対前年比１．４％減）　など計１７件
〇令和６年度補正予算関係
　・・令和６年度一般会計補正予算（減額後総額約５，４５６億３，８００万円、対前年比３．９％減）　など計１７件

令和７年　２月定例会　概要（会期　２月１４日～３月１７日）

　令和７年４月１日付で「自由民主党佐賀県議会議員団」から石倉秀郷議員ほか１０名の退会に伴う、「会派所属議員数変
更届」が提出され、新会派「自由民主党ネクストさが」の会派届が提出されました。
　なお、４月１日現在の各会派の所属議員数は、自由民主党１７人、自由民主党ネクストさが１１人、県民ネットワーク�
６人、公明党２人、日本共産党１人となります。
　〇自由民主党ネクストさが
　　・石倉　秀郷　　・土井　敏行　　・岡口　重文　　・原田　寿雄　　・八谷　克幸　　・定松　一生
　　・池田　正恭　　・弘川　貴紀　　・古賀　和浩　　・一ノ瀬　裕子　・田中　秀和

「自由民主党ネクストさが」の会派届が提出されました

　令和７年４月臨時県議会（会期�４月２２日～４月２４日）において、正副議長の選挙が行われ、
第５６代議長に宮原真一議員及び第８６代副議長に八谷克幸議員が就任されました。
　また、競馬組合議会議員の選挙、各常任委員会、各特別委員会及び議会運営委員会の委員
の選任並びに正副委員長の互選が行われました。
※委員会構成等は８ページに記載しています。

令和７年４月臨時会で新しい議長と副議長が決まりました

議長
宮原	真一

副議長
八谷	克幸
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今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る 

の
か
。

　
　
　

今
回
、
当
初
予
算
の
編
成
に
当

た
っ
て
試
算
を
行
っ
た
結
果
、

こ
れ
ま
で
の
試
算
と
同
様
に
、
今
後
も

安
定
的
で
健
全
な
財
政
運
営
が
で
き
る

も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

　

試
算
上
、
公
債
費
の
伸
び
や
一
定
程

度
の
金
利
上
昇
を
見
込
ん
で
お
り
、
こ

れ
ま
で
確
保
し
て
き
た
県
債
管
理
基
金

や
大
規
模
施
設
整
備
基
金
を
最
大
限
活

用
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

一
定
の
水
準
を
確
保
し
な
が
ら
、
さ
ら

に
県
立
大
学
の
整
備
な
ど
の
大
型
事
業

を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
国
庫
支
出
金
や
交
付
税
措

置
が
な
さ
れ
て
い
る
地
方
債
を
最
大
限

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
財
政
的
工
夫
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

問答

ど
の
問
題
を
議
論
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。今
後
と
も
、

強
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
き
た
い
。

　

１０
年
の
成
果
に
つ
い
て
、
道
半
ば
だ

が
、
最
近
は
若
い
人
達
が
佐
賀
を
好
き

と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
一
つ
一
つ
種
を
ま
い
て
き
た
こ
と

が
実
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
る

し
、
実
ら
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。「
肥

前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
」、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

ア
リ
ー
ナ
、「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」
な

ど
、
様
々
な
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
取
組

み
を
、
一
過
性
で
は
な
く
そ
の
先
の
人

づ
く
り
、
新
た
な
価
値
の
創
造
に
つ
な

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

知
事
就
任
以
来
、「
人
を
大
切
に
、

世
界
に
誇
れ
る
佐
賀
づ
く
り
」
を
県
政

の
基
本
理
念
と
し
て
行
っ
て
き
た
。
今

後
、
気
候
変
動
や
国
際
社
会
の
分
断
な

ど
様
々
な
不
確
実
性
が
増
し
て
い
く
中

で
、佐
賀
県
の
中
で
人
材
が
育
成
さ
れ
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
佐
賀
の

地
か
ら
新
た
な
価
値
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
先
に
は
、

楽
し
み
な
佐
賀
の
未
来
が
あ
る
と
信
じ

て
い
る
。

知
事
就
任
１０
年
、
自
発
の
地

域
づ
く
り
や
国
の
根
幹
に
係

る
国
会
議
員
の
定
数
問
題
な
ど
も

含
め
知
事
の
目
指
す
地
方
創
生
と

は
何
か
。
ま
た
、
３
期
目
の
折
り

返
し
を
迎
え
る
中
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
や
３
期
目
の
残
り
２
年
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
県
政
運
営
に
あ

た
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　

地
方
創
生
は
、
地
域
が
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
、
自
ら
が
考
え

て
い
く
と
い
う
視
線
が
大
切
。
こ
の
自

発
が
地
方
を
成
長
に
導
く
。
食
料
安
全

保
障
の
重
要
性
も
高
ま
っ
て
い
る
が
、

食
料
で
国
家
を
支
え
て
い
る
の
は
地

方
。
一
方
で
、
日
本
の
方
向
性
を
決
め

る
国
会
議
員
の
定
数
は
、
衆
議
院
小
選

挙
区
で
は
九
州
７
県
と
東
京
都
が
同
じ

３０
。
現
行
の
ま
ま
で
は
食
料
を
供
給
で

き
な
い
都
市
部
の
議
員
が
、
食
や
農
な

政
策・総
務

今
後
の
県
政
運
営
に
つ
い
て

問答

■
質
問
議
員
※
質
問
順

本会議質問　各議員が行った質問の
中から一部を紹介いたします。

２
月
２１
日
（
金
）

●
土
井　
敏
行
（
自
由
民
主
党
）

●
野
田　
勝
人
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

代
表
質
問

２
月
２６
日
（
水
）

●
木
原　
奉
文
（
自
由
民
主
党
）

●
江
口　
善
紀
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
木
村　
雄
一
（
公
明
党
）

●
岡
口　
重
文
（
自
由
民
主
党
）

●
一
ノ
瀬
裕
子
（
自
由
民
主
党
）

２
月
２７
日
（
木
）

●
石
丸　
太
郎
（
自
由
民
主
党
）

●
藤
崎　
輝
樹
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

●
冨
田　
幸
樹
（
自
由
民
主
党
）

●
池
田　
正
恭
（
自
由
民
主
党
）

●
酒
井　
幸
盛
（
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

２
月
２８
日
（
金
）

●
猪
村
利
恵
子
（
自
由
民
主
党
）

●
八
谷　
克
幸
（
自
由
民
主
党
）

●
桃
崎　
祐
介
（
自
由
民
主
党
）

●
宮
原　
真
一
（
自
由
民
主
党
）

●
古
川　
裕
紀
（
自
由
民
主
党
）

一
般
質
問

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

「
佐
賀
県
議
会
映
像
配
信
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
令
和
７
年
２
月
定
例
会
当
時
の

　
所
属
会
派
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
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昨
年
１２
月
に
行
わ
れ
た
県
民

世
論
調
査
に
よ
る
と
、
県
立

大
学
構
想
に
対
し
て
賛
成
が
４７
％
、

反
対
が
２５
％
で
あ
り
、
県
民
の
理

解
が
広
く
進
ん
で
い
る
と
は
到
底

思
え
な
い
。

　
県
民
の
理
解
は
深
ま
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

県
立
大
学
は
こ
れ
か
ら
の
佐
賀

県
の
未
来
を
つ
く
る
上
で
欠
か

せ
な
い
必
要
な
機
能
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
一
つ
一
つ
段
階
を
踏
ん
で
開
学

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

県
民
の
皆
様
に
は
一
定
程
度
理
解
さ

れ
て
い
る
も
の
と
思
う
が
、
県
立
大
学

特
有
の
意
義
や
果
た
す
べ
き
役
割
を
伝

え
、
さ
ら
に
理
解
が
深
ま
っ
て
い
く
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

県
立
大
学
に
多
く
の
人
が
様
々
な
ス

タ
イ
ル
で
関
わ
る
こ
と
が
県
民
の
参
画

に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
い
い
大
学
に
な

る
も
の
と
考
え
る
た
め
、
広
報
、
情
報

提
供
に
つ
い
て
は
、
世
代
や
業
種
な
ど

県
民
の
県
立
大
学
へ
の
理
解
に
つ
い
て

問答

に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
事
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
メ

デ
ィ
ア
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
、
や
り
方
も
工
夫
し
た
い
。

佐
賀
駐
屯
地
（
仮
称
）
の
開

設
が
目
前
に
迫
り
、
騒
音
な

ど
周
辺
環
境
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
る
方
も
多
く
な
る
と
思
う
。
防

衛
省
は
周
辺
環
境
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
配
慮
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

本
年
１
月
末
に
防
衛
省
か
ら
示

さ
れ
た
駐
屯
地
に
お
け
る
航
空

機
の
運
用
計
画
案
で
は
、
騒
音
に
配
慮

し
住
宅
の
少
な
い
空
港
南
側
の
飛
行
を

基
本
と
す
る
こ
と
、
有
視
界
飛
行
時
の

円
滑
な
離
着
陸
の
た
め
に
設
定
さ
れ
る

場
周
経
路
上
で
は
高
度
３
０
０
メ
ー
ト

ル
以
上
、場
周
経
路
外
で
は
高
度
５
０
０�

メ
ー
ト
ル
以
上
を
確
保
す
る
こ
と
、
必

要
に
応
じ
て
住
宅
地
や
病
院
な
ど
の
上

空
の
飛
行
を
回
避
す
る
こ
と
な
ど
周
辺

地
域
の
環
境
へ
の
配
慮
が
示
さ
れ
て
い

佐
賀
駐
屯
地（
仮
称
）周
辺
の

�

環
境
配
慮
に
つ
い
て

問答

る
。
騒
音
や
大
気
質
へ
の
影
響
に
つ
い

て
も
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ

る
予
測
結
果
を
示
し
た
上
で
、
ど
ち
ら

も
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い

と
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
防
衛
省
に
は
周
辺
環
境
に

配
慮
し
、
一
つ
一
つ
丁
寧
な
対
応
を

行
っ
て
い
く
よ
う
求
め
て
い
く
。

１２
月
の
政
府
予
算
案
で
は
、

既
存
の
有
明
海
特
措
法
に
基

づ
く
有
明
海
再
生
事
業
に
加
え
、

新
た
に
有
明
海
再
生
加
速
化
対
策

交
付
金
が
創
設
さ
れ
た
。

　
県
は
こ
の
交
付
金
に
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

こ
の
交
付
金
は
、
こ
れ
ま
で
の

有
明
海
再
生
事
業
に
お
け
る
調

査
や
技
術
開
発
な
ど
の
知
見
を
活
用

し
、
漁
業
環
境
改
善
や
水
産
資
源
回
復

県
民
環
境

有
明
海
再
生
加
速
化
対
策

�

交
付
金
に
つ
い
て

問答

の
加
速
化
の
た
め
の
取
組
み
に
対
し
て

支
援
す
る
も
の
だ
が
、
交
付
金
を
活
用

し
た
具
体
的
な
取
組
み
内
容
は
、今
後
、

有
明
海
漁
協
が
検
討
し
、
決
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

県
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
二
枚
貝
の

生
息
環
境
改
善
や
、
よ
り
効
率
的
な
採

苗
技
術
の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
新
た
に
佐
賀
大

学
な
ど
と
連
携
し
、
精
度
の
高
い
海
況

予
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
、
ノ
リ
網
を

冷
凍
庫
に
入
れ
る
前
に
水
槽
内
で
色
落

ち
を
回
復
さ
せ
る
技
術
の
開
発
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
こ
う
し
た
こ
と
も
含

め
、
技
術
的
な
助
言
も
行
い
な
が
ら
、

漁
協
に
寄
り
添
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

冷凍入庫前のノリの色揚げ試験の様子
（有明水産振興センター）
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県
は
、「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
」

に
お
い
て
※
情
報
保
障
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
方
々
の
今
後

の
活
動
を
支
援
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
に
携
わ

る
人
材
の
裾
野
拡
大
な
ど
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
情

報
保
障
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
を
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　

情
報
保
障
サ
ポ
ー
タ
ー
に
今
後

も
手
話
や
要
約
筆
記
を
広
め
る

存
在
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
県
内

の
手
話
サ
ー
ク
ル
や
要
約
筆
記
団
体
に

全
面
的
に
協
力
い
た
だ
き
、
ス
キ
ル
や

習
熟
度
に
合
わ
せ
た
学
習
会
を
県
内
全

域
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
一
定
の
技
術
を
身
に
つ
け

た
後
、
実
践
を
通
し
た
学
び
を
得
て
も

ら
う
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
派
遣
さ
れ
る
手
話
通

健
康
福
祉

情
報
保
障
サ
ポ
ー
タ
ー
の

�

育
成
に
つ
い
て

問答

訳
者
や
要
約
筆
記
者
と
一
緒
に
活
動
し

て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

※
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想
の
展

開
に
向
け
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
で
コ
ス
メ

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
の
あ
る
方
が

多
数
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
令

和
７
年
度
は
コ
ス
メ
企
業
だ
け
で
な

く
、
異
業
種
や
学
生
、
生
産
者
も
含
め

て
コ
ス
メ
ビ
ジ
ネ
ス
に
熱
意
が
あ
る
方

が
参
加
、
交
流
で
き
る
機
会
を
さ
ら
に

創
出
す
る
。
そ
こ
に
専
門
家
も
加
わ
り

コ
ス
メ
と
異
業
種
の
コ
ラ
ボ
な
ど
、
ア

※
情
報
保
障
サ
ポ
ー
タ
ー

　

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
へ
の
情
報
提
供

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
う

方
々
。

産
業
労
働

コ
ス
メ
テ
ィッ
ク
構
想
の

�

推
進
に
つ
い
て

問答

イ
デ
ア
を
新
事
業
に
つ
な
げ
る
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
後
押
し
し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
海
外
展
開
も
推
進
し
、
コ
ス

メ
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
や
企

業
誘
致
を
進
め
る
た
め
、
コ
ス
メ
の
取

組
み
や
成
果
、
今
後
の
展
開
な
ど
を
国

内
外
に
情
報
発
信
し
て
い
く
。

※
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
構
想

　
唐
津
市
や
玄
海
町
を
中
心
と
す
る
北

部
九
州
地
域
に
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
産
業

を
集
積
さ
せ
、
コ
ス
メ
に
関
連
す
る
自

然
由
来
原
料
の
供
給
地
と
な
る
こ
と
を

目
指
す
構
想
。

佐
賀
県
の
イ
チ
ゴ
の
主
力
品

種
で
あ
る「
い
ち
ご
さ
ん
」は
、

収
益
性
が
高
い
も
の
の
、
最
近
の

夏
場
の
高
温
に
よ
り
生
育
が
遅
れ
、

年
内
の
出
荷
量
に
大
き
く
影
響
し

た
と
聞
い
て
お
り
、
対
応
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、リ
ス
ク
分
散
の
観
点
か
ら 

様
々
な
品
種
を
組
み
合
わ
せ
た
経

営
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
今
後
、
イ
チ
ゴ
の
生
産
振
興
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く 

の
か
。

　
　
　

令
和
６
年
産
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ

な
ど
と
連
携
し
、
※
高
温
対
策
技

術
の
導
入
を
推
進
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
冷
蔵
庫
な
ど
で
苗
を
強
制
的

に
冷
却
す
る
株
冷
処
理
技
術
の
現
地
実

証
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
生
育
が
促
進
さ

れ
る
効
果
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
令

農
林
水
産

イ
チ
ゴ
の
生
産
振
興
へ
の

�

取
組
み
に
つ
い
て

問答

（経済産業省生産動物態統計調査をもとに
佐賀県コスメティック産業推進室作成）
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和
７
年
産
で
の
取
組
み
を
拡
大
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、「
い
ち
ご
さ
ん
」
を
主
力
品

種
に
絞
る
こ
と
で
収
穫
管
理
や
パ
ッ
ク

詰
め
作
業
を
大
き
く
簡
素
化
で
き
て
お

り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
も

行
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
「
い

ち
ご
さ
ん
」
の
高
温
対
策
を
優
先
し
て

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ＪＡさが予冷庫での冷蔵の様子（株冷処理）

※
高
温
対
策
技
術

　
通
常
よ
り
も
生
育
を
早
め
る
生
産
資

材
の
活
用
な
ど
を
指
す
。

今
年
１
月
に
は
埼
玉
県
八
潮

市
で
痛
ま
し
い
道
路
陥
没
事

故
が
発
生
し
た
が
、
そ
れ
を
踏
ま

え
、
県
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
き
た
の
か
。

　
　
　

県
内
の
下
水
道
施
設
は
全
て
市

町
が
管
理
し
て
い
る
。
管
路
の

ほ
と
ん
ど
が
口
径
６０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

未
満
と
小
さ
く
、
多
く
の
市
町
は
平
成

１０
年
代
を
中
心
に
供
用
開
始
さ
れ
て
お

り
、
比
較
的
新
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
本
県
に
お
い
て
同
じ
よ
う
な

事
案
が
起
こ
る
と
は
に
わ
か
に
は
考
え

に
く
い
が
、
下
水
道
事
業
の
運
営
主
体

で
あ
る
県
内
１７
市
町
に
対
し
て
は
、
布

設
後
相
当
年
数
を
経
過
し
て
い
る
管
路

に
つ
い
て
点
検
の
頻
度
を
増
や
す
こ
と

や
、
万
一
、
異
常
が
発
見
さ
れ
た
場
合

は
速
や
か
に
補
修
や
修
繕
を
行
う
こ
と

な
ど
、
下
水
道
管
の
破
損
に
起
因
す
る

県
土
整
備

道
路
陥
没
事
故
へ
の
対
策
に
つ
い
て

問答

道
路
陥
没
事
故
の
未
然
防
止
を
要
請
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
他
、
県
政
全
般
に
つ
い
て
幅

広
い
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
主
な
質
問
項
目
】

◦�

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）
の
更
な
る
負
担
軽
減
に

つ
い
て

◦�

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
つ
い
て

◦�

肉
用
牛
の
振
興
に
つ
い
て

◦�

県
内
に
お
け
る
保
育
の
提
供
体
制

に
つ
い
て

◦�

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

�

な
ど

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

「
佐
賀
県
議
会
映
像
配
信
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　県議会の本会議や常任委員会、特別委員会はどなたでも傍聴でき
ます。
　また、車椅子利用者、介助者各５名分用のスペース、音声自動認識
技術（UDトーク）による字幕表示モニターもあります。

お待ちしています
みなさまの傍聴を インターネットでも

本会議、
各委員会の様子を
リアルタイムで
視聴できます。
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総
務
常
任
委
員
会

　付託議案２４件が原案可決、３件が同意されました。

【主な付託議案】
・・一般会計（当初・補正）予算関係分
・・佐賀県有明海漁業振興・補償基金条例（案）
・・副知事の選任について

【主な質疑事項】
・・肥前鹿島駅エリアプロデュース事業について
・・情報公開について
・・地域警察運営規則の一部改正について
・・有明海漁業振興・補償基金（案）について　　など

鳥栖駅東側エリア（鳥栖駅東側エリア活用創
出チャレンジ事業費の概要等について）

【現地視察の様子】

農
林
水
産
商
工
常
任
委
員
会

　付託議案１９件が原案可決されました。

【主な付託議案】
・・一般会計（当初・補正）予算関係分
・・佐賀県奨学金返還支援基金条例（案）
・・県営土地改良事業に対する市町の負担について

【主な質疑事項】
・・コスメティック構想のこれまでの取組みと今後について
・・イノシシ対策について
・・ノリの安定生産に向けた今後の取組みについて　　など 吉牟田園芸

（農業分野における働き方改革への取組みについて）

【現地視察の様子】

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　付託議案１７件が原案可決されました。

【主な付託議案】
・・一般会計（当初・補正）予算関係分
・・佐賀県立学校設置条例の一部改正

【主な質疑事項】
・・有機フッ素化合物（PFAS）について
・・支援を必要とする子育て世帯への取組みについて
・・少人数学級の取組みについて
・・少子化対策について
・・生徒の英語力向上について　など

有田工業高校　ありこや
（地域みらい留学生のための住まい整備について）

【現地視察の様子】

地
域
交
流
・
県
土
整
備
常
任
委
員
会

　付託議案１０件が原案可決されました。

【主な付託議案】
・・一般会計（当初・補正）予算関係分
・・佐賀空港条例の一部改正

【主な質疑事項】
・・ＳＳＰ部活動サポートプロジェクト事業について
・・むしろこれから鹿島・太良プロジェクト推進事業について
・・建築基準法改正について　　など

吉野ヶ里歴史公園
（発掘調査状況と新たな活用の概要について）

【現地視察の様子】

常任委員会 及び 特別委員会
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　駐屯地整備工事の現況等について現地視察を行い、その
後、九州防衛局企画部長の中辻綾太氏ほか４名を参考人と
して招致し、質疑を行いました。

【主な質疑事項】
・・駐屯地開設に合わせた住民からの相談窓口の設置
・・オスプレイの飛行訓練ルート
・・日米共同訓練に加わる可能性
・・コハダ、コノシロへの影響調査の状況と補償の考え方
� 　など

佐
賀
空
港
・
有
明
海
問
題
対
策
等

特
別
委
員
会

九州佐賀国際空港　展望デッキ
（駐屯地整備に係る工事の現況等について）

　「九州旅客鉄道株式会社」を訪問し、ＪＲ九州の鉄道事業の�
状況等について説明を受け、質疑や意見交換を行いました。

新
幹
線
問
題
対
策
等

特
別
委
員
会

九州旅客鉄道株式会社
（ＪＲ九州の鉄道事業の状況等について）

　県立大学検討に係る専門家チームリーダーの山口和範氏
を参考人として招致し質疑を行い、その後、執行部に対す
る委員会審議を行いました。
【主な質疑事項】
・・入学者選抜の方向性や、教育確保の見通し
・・県民にとって大学設置が必要な理由や目的
・・�県立大学の設置に慎重な意見を持つ県民に対するアプロー
チや広報の考え方
・・小・中学生が普段使いできる大学の具体的な利用方法
・・�県全体をフィールドとした学生の活動拠点となるベース
キャンプの設置場所や運営上の課題
・・�県立大学で掲げる探求学習に対する高大連携などの県教
育委員会の考え　　など

高
等
教
育
機
関
問
題
対
策
等

特
別
委
員
会

【現地視察の様子】

【現地視察の様子】

インターネット中継

本会議（委員会）の様子を
リアルタイムで視聴できます

（開会中のみ）

佐賀県議会会議録

平成１１年以降の
会議録を検索できます

録画放送

インターネット中継の日から
４営業日後を目途に

公開しています（土日祝除く）

令和元年以降の
映像を公開
しています！
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〒
８４０−

８５７０　
佐
賀
市
城
内
一
丁
目
１
番
４５号

「
さ
が
県
議
会
だ
よ
り
」

の
次
号
は
、９
月
１
日
発
行
で
す
。

佐
賀
県
議
会
事
務
局
政
務
調
査
課

お
読
み
に
な
っ
た

ご
感
想
や
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

見
や
す
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

TEL	０９５２−
２５−

７３０６　
FAX	０９５２−

２５−
７２７９

E-m
ail　

gikai@
pref.saga.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://w

w
w
.pref.saga.lg.jp/gikai/

大学生の皆さんとの大学生の皆さんとの
意見交換会を開催しました意見交換会を開催しました！！

　３月に佐賀大学の学生の皆さんと県議会議員との意見交換会を開催しました。
　学生と議員でグループをつくり、「若者の政治参加について」、「佐賀県の魅力ＰＲと情報発信について」のテーマ�
についてそれぞれ意見を交換しました。
　「若者の政治参加について」では、若者にも親しみやすい分野に対して、わかりやすいコンテンツを作っては
どうかなど学生から見た政治や行政のイメージについて、様々な視点から意見が交換されました。

◆議長：宮原�真一　副議長：八谷�克幸（ともに令和７年４月２４日選出）
◆常任委員会

委員会名（定数） 委員長 副委員長 委　員（年齢順）
総務常任委員会
（１０人） 中村　圭一 徳光　清孝 大場　芳博、土井　敏行、木原　奉文、江口　善紀、坂口　祐樹、

一ノ瀬　裕子、木村　雄一、青木　一功
文教厚生常任委員会
（９人） 古川　裕紀 池田　正恭 原田　寿雄、中本　正一、猪村　利恵子、田中　秀和、指山　清範、

藤崎　輝樹、古賀　陽三
農林水産商工常任委員会
（９人） 弘川　貴紀 桃崎　祐介 武藤　明美、石倉　秀郷、定松　一生、西久保　弘克、藤木　卓一郎、

宮原　真一、下田　寛
地域交流・県土整備常任委員会
（９人） 冨田　幸樹 古賀　和浩 石井　秀夫、留守　茂幸、八谷　克幸、酒井　幸盛、岡口　重文、

野田　勝人、石丸　太郎

◆議会運営委員会（定数１１人）
委員長 副委員長 委　員（年齢順）

藤木　卓一郎 田中　秀和 大場　芳博、原田　寿雄、野田　勝人、定松　一生、冨田　幸樹、
西久保　弘克、坂口　祐樹、青木　一功、下田　寛

◆特別委員会
委員会名（定数） 委員長 副委員長 委　員（年齢順）

佐賀空港・有明海問題
対策等特別委員会（１２人） 石倉　秀郷 青木　一功 留守　茂幸、武藤　明美、岡口　重文、野田　勝人、定松　一生、

冨田　幸樹、田中　秀和、江口　善紀、坂口　祐樹、石丸　太郎
新幹線・地域交通問題
対策等特別委員会（１１人） 指山　清範 藤崎　輝樹 石井　秀夫、木原　奉文、池田　正恭、徳光　清孝、中本　正一、

弘川　貴紀、古賀　和浩、西久保　弘克、桃崎　祐介
高等教育機関問題
対策等特別委員会（１２人） 一ノ瀬　裕子 猪村　利恵子 大場　芳博、酒井　幸盛、土井　敏行、原田　寿雄、藤木　卓一郎、

中村　圭一、木村　雄一、古川　裕紀、古賀　陽三、下田　寛

◆監査委員（定数１人）指山�清範（令和７年４月２４日選任）
◆競馬組合議会議員�（定数３人）留守�茂幸、徳光�清孝（ともに令和５年５月１１日選出）、坂口�祐樹（令和７年４月２４日選出）

委 員 会 構 成 等

ＨＰにも
掲載して
います

8202５.６ №６５202５.６ №６５  さが県議会だよりさが県議会だより


